
（教材第３号様式） 

吉田学術教育振興会 

令和３年度 教材活用状況報告書 

 報告日 令和４年７月２６日 

公益財団法人吉田学術教育振興会 

理事長 井上 誠二 殿 

 

令和３年度に寄贈いただいた教材の活用状況等の報告 

 寄贈所名 久留米市教育センター 

 報告者  久留米市教育センター 指導主事 平井 真純 

      （連絡先 TEL: 0942-36-9777） 

 寄贈品  ＭＥＳＨブリッジ ３８台 

      電気の利用プログラミング実験セット ２４セット 

 報告 

ａ 申込当初の目的の達成または未達成の状況 

  （使用者、使用内容、使用頻度、教育的または社会的活用効果について

の所見等） 

 ＜申込当初の目的の達成または未達成の状況＞ 

   申込当初は、令和４年１月１１日から３月４日までの８週間で、市内

全ての小学校での活用を考えていたが、それは未達成だった。多くの学

校で活用したが、活用した学校での「子ども達が生活と電気の関わりや

プログラミング的思考、情報活用能力等について、体験による実感を伴

って学ぶことができるようになる。」という目的は達成できたと考える。 

 ＜使用者（教育センターを介した多くの学校）、使用内容、使用頻度＞ 

時  期 場所（主体） 内  容 

１２月 久留米市教育センター （教職員対象）プログ

ラミング講座（高専の

学生による講座） 

小学校理科研究会 （教職員対象）MESHとC

hromebookをつないで活

用した授業づくり 

１月２１日（金） 久留米市立西国分小学 ２４台、理科の学習で



～１月２８日（金） 校 の活用 

１月２１日（金） 

～１月２８日（金） 

久留米市立北野小学校 １３台、理科の学習で

の活用 

１月３１日（月） 

～２月４日（金） 

久留米市立合川小学校 １２台、理科の学習で

の活用 

２月１日（火） 

～２月４日（金） 

久留米市立荘島小学校 １２台、理科の学習で

の活用 

２月３日（木） 

～２月１０日（木） 

久留米市立三潴小学校 １３台、理科の学習で

の活用 

久留米市立篠山小学校 ２４台、理科の学習で

の活用 

２月１４日（月） 

～２月１８日（金） 

久留米市立大善寺小学

校 

１２台、理科の学習で

の活用 

久留米市立小森野小学

校 

１２台、理科の学習で

の活用 

久留米市立犬塚小学校 １３台、理科の学習で

の活用 

２月２１日（月） 

～２月２５日（金） 

久留米市立西牟田小学

校 

１２台、理科の学習で

の活用 

久留米市立草野小学校 １２台、理科の学習で

の活用 

久留米市立山川小学校 １３台、理科の学習で

の活用 

２月２８日（月） 

～３月４日（金） 

久留米市立安武小学校 １２台、理科の学習で

の活用 

久留米市立上津小学校 １２台、理科の学習で

の活用 

久留米市立水分小学校 １３台、理科の学習で

の活用 

３月７日（月） 

～３月１１日（金） 

久留米市立荒木小学校 １２台、理科の学習で

の活用 

Ｒ５（Ｒ４・３学期） 複数の小学校 クラブ活動等で使用し

たいと既に貸出予約有 



＜教育的または社会的活用効果についての所見等＞ 

   令和３年度も寄贈をいただいたことで、久留米市内の多くの子ども達

の理科の学びと大きな達成感につながった。実際の貸出を始める前に、

すでに「MESH は Chromebook に対応しているのか」という問い合わせが殺

到し、MESHブリッジを寄贈いただけたのは非常にタイムリーで効果的だ

った。学習での活用だけでなく、貸し出す際の使用方法の説明、久留米

市教育センターの指導主事による学校に出向いての説明、校内研修会で

の教職員の活用ができたのもこの寄贈あってのものだった。 

ｂ 今後の活用の見通し・課題 

この３年間、久留米市教育センターへの寄贈をいただいている間に、学校

現場における教材の実物の活用についても需要が高まっている。そのため、

寄贈いただいた教材は、今後も長きにわたり、適切な管理のもとで多くの学

校や子ども達に貸し出していきたいと考える。 

ｃ その他（活用状況を写した写真等があるときは添付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（MESH によるプログラミングに 

 ついて、教師の説明を聞く、友達

と協力する） 

（MESH ブリッジを使って接続した

MESH と Chromebook で、友達

と協力してプログラムを作成） 

（友達と、作成したプログラムにつ

いて話し合い、試行錯誤） 

（友達と協力したことを生かして、

自力でプログラムを作成） 



 【学習した子ども達の感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


